
はじめに

コース概要と目的

WebFOCUSをはじめてお使いになる方を対象に、アプリケーション開発の基礎についてご覧いただくコースです。
WebFOCUSの用語や概念、開発ツールであるApp Studioの基本操作、データベースに接続してレポートを作

成する手順、Webページを作成する手順について学び、WebFOCUSの基本的なアプリケーションを開発できるよ
うになることを目的としております。

受講対象

Windowsの基本的な操作(マウス操作やキーボード操作)ができる方。

製品のバージョン

本テキストで解説しているWebFOCUSとApp Studioは、以下のバージョンを使用しています。

・WebFOCUS 8.2
・App Studio 8.2

研修環境

本コースでは、製品のインストールや環境設定、データベースとの接続の設定なども完了した状態で研修を進行し
ていきます。

研修環境のWebFOCUSと App Studioは、WindowsのUnicode環境（文字コード UTF-8）で構成されていま
す。また、サンプルデータベースはMicrosoft Accessを使用しています。

なお、研修環境では操作しやすいように初期設定を一部変更しているため、研修と同じ環境で開発したい場合は、

アフターサポートサービスの資料をご参照ください。

テキスト中の表記について

画面中に表示される文字の表記
ウィンドウ、ボタン、メニューなど、画面に表示される文字は［］で囲んで表記しています。

画面上に表示される選択肢や、入力する文字については「」で囲んで表記しています。

ディレクトリの表記
本テキストではファイルのパスを表す際、全てデフォルトのインストールディレクトリを基準に表記しています。

WebFOCUSのインストールディレクトリは「C:\ibi」となります。お客様の環境と異なる場合は、適宜読み替えてく
ださい。

コマンドの構文規約

値 この表記は、ユーザーが適切な値に置き換えて指定することを表します。

｛ 値 1 ｜ 値 2 ｜ 値 3 ｝ この表記は｛｝の中から、いずれか 1 つを選択することを表します。

［値］ この表記はその指定が任意に指定できる、オプションの指定であることを表します。
必ずしも指定する必要はありません。
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1.2 WebFOCUS概要

1.2.1 WebFOCUSとは

WebFOCUSとは、参照系に特化したWebアプリケーション開発ツールです。
企業内の様々なデータを分かりやすいレポートやグラフの形でユーザーに提供できます。また、ユーザーの管理や

ユーザーごとにポータル画面の提供なども行えます。

WebFOCUSの全体像

WebFOCUSの全体像を理解するために、ポータル、レポーティングサーバ、App Studioの役割を確認します。

ポータルは、ユーザーにポータル画面を提供します。

ユーザーはブラウザからポータルにログインし、自分用のポータル画面からレポートやグラフを閲覧できます。
レポーティングサーバは、ポータルの背後で動作する実行エンジンです。

データベースへの接続、レポートやグラフの作成はレポーティングサーバが行っています。
App Studioは、WebFOCUSの開発ツールです。

開発者や管理者はApp Studioを使用し、レポートやグラフ、Webページを作成し、ユーザーに公開します。

WebFOCUSには、ポータルとレポーティングサーバ以外にも、WebFOCUSクライアント、ReportCaster、Re-
source Analyzerなどの製品があります。

なお、ライセンスによっては、ポータルを使用せずにレポーティング環境を構築することもできます。ポータルを使用しな
い場合の注意事項については、第1章 p.1-11『1.3.6 ポータルを使用しない環境』をご参照ください。
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ポータル レポーティングサーバ 検索対象

App Studio （開発者、管理者）

App Studio でレポートやグラフ、
実行用の Web ページを作成

RDBMS

ERP

ユーザー A

ユーザーB

ユーザー A のポータル画面

ユーザーBのポータル画面



3.2 レポート作成の基本

3.2.1 レポートキャンバス

レポートキャンバスとは、App Studioのレポート作成ツールです。
レポートに表示する項目の選択、項目の詳細設定、選択条件の設定、出力形式の設定などのレポートに関する

設定は、ほぼ全てレポートキャンバスから行います。
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リボン
［ホーム］タブ以外はレポート編集用の機能です。

上部のタブを切り替えて使用します。

オブジェクトインスペクタ
項目の一覧が表示され、ここからキャンバスに

項目を追加します。

キャンバス
レポートの完成イメージの確認や、

項目の詳細設定を行います。



3.2.2 項目の表示設定（PRINT、SUM、BY、ACROSS）

レポートキャンバスに項目を貼り付けた後、各項目をどのように使用するのかを指定します。
レポートキャンバスの［PRINT］、［SUM］、［BY］、［ACROSS］の4つのボタンを使用して、各項目に対して明細、

集計、並べ替えの指定をします。
この4つのボタンは、［フィールド］タブの［フィールドタイプ］グループにあります。

［フィールド］タブの［フィールドタイプ］グループ

項目を貼り付けた直後は、数値項目にはSUMが、文字項目と日付項目にはBYが割り当てられています。

WebFOCUSで作成するレポートのパターン

明細レポート 集計レポート クロス集計レポート
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ボタン 説明

PRINT 明細。

値を1件1件そのまま表示します。

SUM 集計。
値を集計します。数値項目の初期設定です。

BY 並べ替えとグループ化。

値を縦方向に並べ替えます。文字項目と日付項目の初期設定です。

ACROSS 並べ替えとグループ化。
値を横方向に並べ替えます。



レポート作成の基本

例題2   項目の表示（明細、集計、並べ替え、グループ化）

sales.masを使用して、年、地区番号、地区名、売上を表示します。

項目の基本設定として、明細や集計の表示、並べ替えなどを設定します。

年、地区番号、地区名ごとに並べ替えて集計 地区番号、地区名を縦、年を横に展開して集計

1 プロシジャREI301を編集します。

［オブジェクトインスペクタ］の地区番号をダブルクリックして貼り付けます。地区番号は数値項目のため、集計
の［SUM］が設定されます。

Tip

項目のフォーマットは、［オブジェクトインスペクタ］の項目にカーソルを当てて、ポップアップの［フォーマット］で
確認できます。
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2 今回は地区番号は並べ替えの項目にするため、並べ替えのBYに変更します。
地区番号を選択し、［フィールド］タブの［BY］をクリックします。

3 地区名と売上をダブルクリックで貼り付けます。

Tip
地区番号を［BY］にせず、［SUM］の設定のままで地区名を追加すると、地区名をSUMで追加するための

メッセージが表示されます。地区名はBYで追加したいので、メッセージが表示された場合は、［キャンセル］ボタ
ンをクリックし、地区番号を［BY］に変更してから地区名の追加を行ってください。

4 実行して結果を確認します。
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レポート作成の基本

5 年と地区ごとに売上を集計しています。

6 売上を明細で表示します。

売上を選択し、［フィールド］タブの［PRINT］をクリックします。

7 実行して結果を確認します。

売上が1件1件明細で表示されました。
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8 売上を明細から集計に戻します。
売上を選択し、［フィールド］タブの［SUM］ボタンをクリックします。

9 年を横方向に並べ替え、表形式のレポートにします。
年を選択し、［ACROSS］ボタンをクリックします。
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レポート作成の基本

10 実行して結果を確認します。
年を横方向に並べ替えたレポートが作成されました。

11 年を縦方向の並べ替えに戻します。

年を選択し、［BY］ボタンをクリックします

12 項目の順序を整えます。

3つ目のBY項目に設定された年を選択し、ドラッグ&ドロップで左端に移動します

13 ［上書き保存］ボタンをクリックし、保存します。
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グラフ

10.1 グラフ作成の基本操作

10.1.1 グラフキャンバス

WebFOCUSでは、グラフキャンバスを使用してグラフの作成を行います。
グラフキャンバスを起動すると、上部のリボンにグラフ編集用のタブが表示されます。

画面左のパネルで項目の確認や選択を行い、画面右のキャンバスで完成イメージの確認や詳細設定を行います。

ライブプレビューに表示される完成イメージは、初期設定では実際のデータを500件抽出して作成しています。

［ホーム］タブの［サンプルデータ］をクリックすると、サンプルデータを使用して完成イメージを作成します。
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［ホーム］タブ

App Studio の［ホーム］タブです。

リボン

グラフ編集用のタブです。上部のタブで切り替えができ、

ボタンはグループ分けされています。

ライブプレビュー

グラフの完成イメージの確認と

各種設定を行います。

データ / クエリ / フィルタ

データは項目の一覧です。クエリで項目の設定、フィルタで選択条件を設定します。



10.2 グラフの作成

10.2.1 棒グラフと円グラフ

グラフキャンバスを使用し、基本的なグラフとして棒グラフと円グラフを作成しましょう。

例題1   基本的なグラフの作成

sales.masを使用して、地区名ごとの売上を棒グラフで表示します。
年を選択できるように変数の選択条件、大分類名をAV機器のみに絞り込む固定値の選択条件を設定します。

グラフの種類を棒グラフから円グラフに変更し、売上の大きい順に並べ替えてみましょう。

1 作成済みのプロシジャを編集します。プロシジャREI1001をダブルクリックします。
［プロシジャビュー］パネルの［コメント］を右クリックし、［新規作成］→［グラフ］を選択します。
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グラフ

2 ［データソースの選択］ウィンドウで［wf1］を選択します。
sales.masを選択し、［完了］ボタンをクリックします。

3 グラフキャンバスが起動します。

［データ］の［ディメンション］には文字と日付タイプの項目が配置され、ダブルクリックすると［クエリ］の［横
軸］に追加されます。

地区名をダブルクリックし、［横軸］に追加します。
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4 ［基軸/プロパティ］には数値タイプの項目が配置され、ダブルクリックすると［クエリ］の［縦軸］に追加されま
す。

売上をダブルクリックし、［縦軸］に追加します。

5 選択条件を指定します。［データ］から年を［フィルタ］にドラッグ&ドロップします。
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グラフ

6 ［フィルタの作成］ウィンドウが表示されました。
条件値の設定画面を表示するために、条件式の［<値>］をダブルクリックし、ドロップダウンメニューの▼ボタ

ンをクリックします。

7 以下のように指定し、［OK］ボタンをクリックします。
　［タイプ］：パラメータ　ラジオボタン：動的　項目一覧：年

Tip

変数の選択条件の設定は、レポートの設定と同じです。［名前］には変数名、［メッセージ］には入力コント
ロールの説明を入力します。

8 変数の選択条件が設定されました。
次に、大分類名をAV機器のみに絞り込む固定値の選択条件を設定します。

年の条件を選択した状態で、［後に挿入］ボタンをクリックします。
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9 条件が追加され、項目の設定画面が表示されました。
［タイプ］は「フィールド」、項目は「大分類名」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。

10 条件値の設定画面を表示するために、条件式の［<値>］をダブルクリックし、ドロップダウンメニューの▼ボタ

ンをクリックします。

11 ［タイプ］で「定数」を選択し、［値の取得］をクリックし、［すべて］を選択します。
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グラフ

12 「AV機器」を選択し、［値の追加］ボタンで［複数値］に追加します。
設定後、条件値の設定画面を［OK］ボタンで閉じます。

13 2つの条件の関係をORからANDに変更します。
［OR］をダブルクリックし、ドロップダウンメニューの▼ボタンをクリックします。

14 「AND」をダブルクリックし、設定します。
設定後、［フィルタの作成］ウィンドウを［OK］ボタンで閉じます。

WebFOCUSアプリケーション開発 入門コース 10-7



15 縦軸ラベルのフォーマットを通貨記号付きのフォーマットに変更します。
縦軸のデータラベルを右クリックし、［ラベルフォーマット］から［通貨、小数点以下0桁］を選択します。

Tip
縦軸ラベルのフォーマットは、リボンからも設定できます。

［フォーマット］タブの［ラベル］をクリックし、［軸］→［縦軸］→［縦軸詳細オプション］を選択し、［縦軸の
フォーマット］ウィンドウを起動します。［ラベル］を選択し、［ラベルフォーマット］を変更します

16 グラフが完成しました。
任意の年の値を選択して、実行して結果を確認します。

Tip

グラフのサイズは、ブラウザの大きさに応じて自動的に調整されます。
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グラフ

17 各要素にカーソルを合わせると、売上の値がポップアップで表示されます。

18 円グラフに変更します。［フォーマット］タブの［円］を選択します。

19 実行して結果を確認します。

20 円グラフにデータラベルを表示してみましょう。
［シリーズ］タブの［データラベル］の右側の▼ボタンをクリックし、［円項目の外側］を選択します。
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21 グラフを売上の大きい順に並べ替えましょう。
［クエリ］の［基軸］から売上を選択し、［フィールド－売上］タブの［降順］を選択します。

22 実行して結果を確認します。
円の外側にデータラベルが表示されました。また、グラフの要素は売上の大きい順に並べ替えられました。

23 ［上書き保存］ボタンをクリックし、プロシジャを閉じます。
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